


活動の目標

カガク班の活動は Fabを用いた教育カリキュラムの制作である。テーマは「浮力」と設定し、潜水艇ロボッ
トを組み立てながら学習を行う形とした。活動にあたっては、学研「もののしくみ研究室」の協力を得た。

カガク班：小中学生向け科学教育コンテンツの製作 
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まとめ

本プロジェクトでは、Fabを活用した科学教育コンテンツを製作した。
今後の展望としては、「もののしくみ教室」の方々や子供達に実際に教材を体験してもらい、フィードバックを得てより質の高い教材にしていきたい。

もののしくみ研究室 前期の活動 後期の活動

・学研のプログラミング講座
・対象は小学校高学年～中学生
・難易度別にコースが3つ存在
・身の周りのものをロボットとして組み立て、
　その仕組みをプログラミングと共に学ぶ

・テーマは「浮力」と設定
・制作物は「水中を浮き沈みするロボット」と設定
・まず動力となるチューブポンプを制作
　-市販のブロック玩具で構成
　-既存のブロックで表現できない部分はパーツを
　　3Dプリンタで新造し解決

・潜水艇がモチーフのロボットを制作
・チューブポンプ同様、市販品と自作パーツで構成
・チューブポンプと潜水艇ロボットの仕組みや
　組み立て方を解説するテキストを制作

チューブポンプ 潜水艇ロボット 教材テキスト

・ローラでチューブを押し潰して水を絞り出す
・モータの正転・逆転により排水・吸水を行う
・ローラはブロックに使用できるものが無い為3D
　プリンタで新造
・ポンプとして動作させる為に細い軸で実験を行う
　も、理想の細さでは強度不足で破損
・以上を踏まえ軸には金属製のネジを使用

・内部の水を出し入れする事で重量を増減し、
　水中を浮き沈みする
・水槽の底にフォトリフレクタを設置する事で動作
   を自動化できる
・プログラミング初心者が躓き易い制御について、
  目に見える形で学習できる

・「もののしくみ研究室」のものを参考にした
・チューブポンプと潜水艇の仕組みの解説、ロ
　ボットとプログラムの組み立て行程を掲載
・組み立て方の解説は使うパーツと完成形のみ
　を提示する形式とした
・どう組み立てるべきか、立体的に考える力
　　を養う事を目的とする
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メイク班：Fab作品とデジタル工作機械の制作 
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カラーミキサー

カラーミキサーは3Dプリンターを使用した際に発生する補助材やミスプリントなどの廃棄資源を再利用することを目的に制作されたデジタル工作機械である。こ
の装置は細かく砕いた多色の廃棄資源をを自動的に混ぜ合わせ加工することで3Dプリンターの材料を生成することができる。前期では機材制作に必要な部品の検
証や廃棄資源を自動的に加工部へ搬出する部品の制作、またそれを制御する回路の制作を行った。後期では前期で制作した部品を元に廃棄資源を複数同時に搬出す
る機構と装置全体の外装の制作を行った。完成した装置については、現在段階的に運用を行っている。今後の展望として制御方法をPCからArduino単体に変更し、
ユーザーによる配色調整を行なうことが可能なカラーパラメータのインポートとエクスポートに対応、同機材を使用するユーザー同士でのパラメータの共有を可能
にするというのが挙げられる。

カラーミキサー全体図 装置のミキサー部分 カラーミキサーから生成された

フィラメント

活動の目標

メイク班では本プロジェクトの「作る」を担当し、Fab技術の普及と質的発展に貢献することを目的に活動を行った。制作は目的
ごとに分けて行い、今回は Fabの普及を主目的とした「Fabの特性を活かしたモノづくり」と Fabの質的発展を主目的とした「既
存の Fab機材の問題を解消する新たな Fab機材」の制作を行った。

まとめ

メイク班では Fab技術を駆使した作品や新しいデジタル工作機械の制作を行った。今後はこれらの制作物を多くのイベントやワークショップ等で使用・体験して
もらうことで多 くの人に Fabに触れてもらい、興味関心を得られると考えられる。

ピタゴラキット

ピタゴラキットは Fab機材を用いて利用者自身がオリジナルのパーツを制作して遊ぶことを目的に制作されたキットである。このキットはデータを元にレーザー
カッターで切り出されたレールを組み合わせることでオリジナルのピタゴラ装置を制作することができるものである。このキットの特徴として「データとレーザー
カッターがあればパーツの量産が容易」「利用者自身でオリジナルパーツの作成が可能」というものが挙げられる。前期ではキットの基本パーツの規格設計と制作
を行った。後期はキットの拡張パーツの設計・制作を主に行った。拡張パーツとしてキットにインタラクティブ性を追加するためArduino と基板加工機で作成し
たオリジナル基板を起用した LEDユニットを制作した。今後の展望として更なる拡張パーツの制作や本キットの配布や本キットを利用したワークショップの開催
などを行うことにより、Fabについてさらに興味関心を持ってもらうというのが挙げられる。

レールパーツ キットで制作したピタゴラ装置 LEDユニット（左）とユニットを組み込んだピタゴラ装置（右）
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活動の目標

作品やファブ体験を分かりやすく、美しく「魅せる」手法や新たなシステムをデザインする

活動内容

前期には班員各々が制作系映像コンテンツの動画を持ち寄り、撮影や編集の方法を学んだり、5W1H、定量化を意識した考察のピアレビューを行った。その上で、
被写体の形状によるアングルの使い分けや、出力シーンを早送りをするなど、学んだ知見を生かし、カガク班、メイク班のコンテンツやメディア班の活動を記録し
た映像の制作を行った。後期に入ってからは前期に読んだ本、分析した映像、参考にしたWebサイトから得た知見をまとめ、Fab映像コンテンツの制作に活かせ
るかどうかの評価付けを行った。その後項目ごとに問題点と改良点をまとめた。その結果、制作物を3Dプリンターの出力の際にステージが動き、撮影範囲から見
切れる点に着目し、撮影範囲を自動追従する撮影支援ハードウェアに決定した。

まとめ

我々は作品やファブ体験を分かりやすく、美しく「魅せる」手法や新たなシステムをデザインすることを目標に活動し、前期で映像制作を行い、後期では前期の活動を活かして Fab
コンテンツの映像制作を支援する機材を制作した。現状の課題として利用できる3Dプリンターの種類が限られていることや1軸での追従しかできないことが挙げられる。また、こ
の機材をより多くの Fab機材に用い、使いやすくするためには制御や録画のできる専用アプリケーションの開発が今後の課題であると考えている。また、この機材のパーツデータや
設計図をWeb上で公開することでより多くの人が FabChase を用いて美しい映像を撮影できると考えている。

実装：ソフトウェア

FabChase では Raspberry Pi を用いて Python
プログラムで2個のステッピングモーターを制御
している。プログラム上では Fab機材の出力の際
に用いられるGコードを扱っている。Gコードとは、
Fab機材を制御するプログラムのことである。こ
のGコードから出力に要する時間や位置を読み取
ることで出力時に撮りたい部分を追従することが可
能となる。現時点ではZ軸方向 (上下方向 )の追従
を実装している。

実装：ハードウェア

Fab Chase はステッピングモーターで棒ねじを回
転させることで出力シーンの追従を行なっている。
骨組みは主にMDF( 中密度繊維板 )で構成してい
るが上部パーツに関してはスマートフォンの画面を
見やすいように透明のアクリル板を用いている。市
販のスマートフォンの固定具を固定するパーツは
3Dプリンターで出力している。このように Fab
機材で出力したパーツを用いると、データと設計図
を共有することで誰でも同じように FabChase を
組み立てることができるようになると考えている。

「FabChase」の特徴

Fab 機材による出力シーンの撮影にあたり、3Dプ
リンターなどで被写体が出力中に動くことが撮影を
難しくしていると考えた。これらの問題を解決する
ために FabChase では出力を追従するシステムを
搭載し、普及率の高いスマートフォンで撮影が行え
る機材にした。

メディア班：出力シーン撮影支援機材の制作 

追従

FabChase 3Dプリンター


